
ぢ  

 

 

 

   

 

  

 

 

 

  

 

                

  

 

 

 

    

 

  

 

 

  

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

  

  

  

   りすだより 
よく考えてあそぶ子 心豊かでやさしい子 健康でたくましい子 

R６.11.28 NO.４ 

 

10 月から 11 月は園周辺を散歩したり、校庭から文殊山が色づいてき
たのを見たりし、秋の自然にたくさん触れてきました。園庭のどんぐり
も、毎日のように拾っては遊びに使いました。 

 

どんぐり転がしは、長い段ボール板と木の積み木で子どもた
ちと共にすべり台を作りました。斜めの坂にする為の積み木の
置き方を何度もやり直しながら出来上がりました。たくさんの
どんぐりを一度に転がし、転がり方や音を楽しんでいました。 

 

クッキーは紙粘土を自由にこねたり、丸めたりし、中にどんぐりを埋め込んだり、飾ったりして楽しみまし
た。紙粘土の柔らかい感触が「気持ちいい～。これいいね！」気に入ったようです。どんぐりの他にも、散歩中
に見つけたオナモミ、木の枝なども使い飾りつけました。クッキーはままごとのご馳走として使っています。 

もんじゅ山を作ったよ！

毎日劇遊びや歌の練習をする中で、少しずつ役になりきって動いたり、自分から台詞を言ったりするように
なってきました。本番では、いつもと違う雰囲気に台詞や歌などの声が小さくなってしまうかもしれませんが、
自分なりに楽しく演じ、表現できるといいなと願っています。ご家族の皆さんの温かいまなざしと拍手をよろ
しくお願いします。 

登園時に、みんなが

拾ってくる落ち葉もボ

ンドで貼りました！毎

日眺めて喜んでいま

す。 

～みどころ～ 
・見た目は怖いけど、本当はやさしいおおかみ
くん。病気のふりをする動物たちを看病する
ところはやさしさいっぱいの片上の子ども
達らしさが満載の場面です。 

・劇あそびの中には普段、みんなで遊んできた
遊びが盛り込まれています。台詞を言うのは
ちょっと緊張する子も、遊びの時は、自然に
笑顔になっています。 

・背景の森の絵、大道具のもんじゅ山などを子
ども達と一緒に作っていきました。 

・役は自分のなりたい役を選びました。 

初めて劇遊あそびをした時 
クイズコーナー 

触れ合い遊び 

背景の空の色塗り中～ 

２曲とも、何度も歌ううちに、生活の中で口ずさむようになっています。
リズム遊びではカスタネットをします。当日、音楽家に変身した 3 名は、ど
のような演奏をするのでしょうか。どうぞ、お楽しみに。 

おおかみさんが看病しています。 


